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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生理学的パラメーターを測定、伝達、処理、そして表示する為のセンサシステム（１）
にして、
‐１つ以上の生理学的パラメータを測定する為の、患者に埋め込み可能な少なくとも１つ
のセンサ（２）、
‐信号ケーブル（３）を介してセンサ（２）と接続可能な少なくとも１つのデータ処理モ
ジュール（４）、
‐信号線（８）を介してデータ処理モジュール（４）と信号接続状態にある少なくとも１
つの表示ユニット（９）、
を有する上記センサシステムにおいて、
‐データ処理モジュール（４）にインターフェース（１３）が設けられていること、
‐センサシステム（１）に拡張モジュール（１０）が設けられており、拡張モジュール（
１０）はインターフェース（１３）及び信号線（１２）を介してデータ処理モジュール（
４）と信号接続状態にあること
‐拡張モジュール（１０）がケーブルフリーなテレメトリライン（２２）を介して少なく
とも１つのセンサ（２）と信号接続状態にあること、又は、拡張モジュール（１０）がケ
ーブルフリーな他のテレメトリライン（２１）を介して少なくとも１つの追加のセンサ（
２０）と信号接続状態にあること、
‐センサ（２０）とデータ処理モジュール（４）の間の通信が、拡張モジュール（１０）
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を介して実行されること、
を特徴とするセンサシステム。
【請求項２】
　請求項１に記載のセンサシステムにおいて、拡張モジュール（１０）がセンサ（２、２
０）によって取得されたデータを処理する為の処理ユニット（１５）を有することを特徴
とするセンサシステム。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のセンサシステムにおいて、拡張モジュール（１０）が、テレメ
トリライン（２１、２２）を介したデータ通信の為のリーダーユニット（１９）、及びそ
こから分離した、データ処理モジュール（４）と接続された伝達ユニット（１８）を有す
ることを特徴とするセンサシステム。
【請求項４】
　請求項３に記載のセンサシステムにおいて、伝達ユニット（１８）がケーブルフリーの
テレメトリラインを介してリーダーユニット（１９）と接続されることを特徴とするセン
サシステム。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか一項に記載のセンサシステムにおいて、データ処理モジュー
ル（４）及び／または拡張モジュール（１９）が双方向の信号接続（３、２１、２２）を
介して少なくとも１つのセンサ（２）又は少なくとも１つの追加のセンサ（２０）と接続
されることを特徴とするセンサシステム。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか一項に記載のセンサシステムにおいて、データ処理モジュー
ル（４）及び／または拡張モジュール（１０）がセンサを制御する為の制御ユニット（５
、１４）を有することを特徴とするセンサシステム。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか一項に記載のセンサシステムにおいて、少なくとも１つのセ
ンサ（２）又は少なくとも１つの追加のセンサ（２０）が、以下の生理学的パラメータ
‐脳圧
‐体液又は体組織の酸素含有量
‐体液又は体組織のＣＯ２含有量
‐体液のｐＨ値
‐体温
‐血糖値
‐血流
の内、少なくとも１つを測定することを特徴とするセンサシステム。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか一項に記載のセンサシステムにおいて、気圧又は温度の内少
なくとも１つのセンサシステムの環境パラメータを測定する少なくとも１つの更なる外部
センサ（７，１６）がセンサシステム内に設けられていることを特徴とするセンサシステ
ム。
【請求項９】
　請求項８に記載のセンサシステムにおいて、外部センサ（７）がデータ処理モジュール
（４）内に組み込まれていること、及び／または、外部センサ（１６）が拡張モジュール
（１０）内に組み込まれることを特徴とするセンサシステム。
【請求項１０】
　請求項１から９のいずれか一項に記載のセンサシステムにおいて、テレメトリライン（
２１、２２）がブルー・トゥース・インターフェースを有することを特徴とするセンサシ
ステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は請求項１の前提部分に記載の生理学的パラメータを測定、伝達、処理、そして
表示する為のセンサシステムに関している。
【背景技術】
【０００２】
　その種のセンサシステムは特許文献１より公知である。引用文献１には、一方ではケー
ブルに接続されたセンサと共に機能するセンサシステムが、他方ではケーブルフリーのセ
ンサと共に機能するセンサシステムが記載されている。特許文献２から複数のテレメトリ
センサを有したセンサシステムが公知である。請求項１の前提部分に記載の更なるセンサ
システムは周知の先使用より既知である。上記の既知のセンサシステムを使用する際、患
者は対応するセンサと繋がれる。上記センサはケーブルを介してデータ処理モジュールに
接続される。それにより、患者の生理学的パラメータを測定、伝達、処理、そして表示す
ることが可能となる。この際、患者は静止した状態で観察されなければならないことが欠
点である。
【特許文献１】ＵＳ２００４／０１２２２９７Ａ１
【特許文献２】ＵＳ６６９４１８０Ｂ１
【特許文献３】ＷＯ０２／０６２２１５Ａ２
【特許文献４】ＤＥ１０２３９７３４Ａ１
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　従って、本願発明の課題は、冒頭に挙げられた種類のセンサシステムを、その適応性が
向上するように改良することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記課題は、本発明にしたがって、請求項１の特徴部分に記載された特徴を有するセン
サシステムによって解決される。
【０００５】
　本願発明にしたがって、適した拡張構成要素が備えられる場合、既知のケーブルに接続
されたセンサと共に機能するベーシックセンサシステムを、ケーブルフリーのテレメトリ
センサとの協働の為に適応できることが明らかになった。その際、既知のケーブルで接続
されたセンサシステムのデータ処理モジュールが通常、外部のデータ通信の為にインター
フェースを有するという事実が利用される。上記インターフェースは大抵の場合は標準的
なインターフェースである。拡張モジュールはここで、例えば特許文献３から既知のテレ
メトリセンサとの通信の為に既知のベーシックセンサシステムの拡張を自由に行える可能
性を提供する。既知のセンサシステムのデータ通信での広範囲に及ぶ変化を必要とせずに
、追加の拡張モジュールを用いることにより、ここでテレメトリセンサのデータも測定、
伝達、処理、そして表示することが出来る。それにより、患者をモニタリングする際に、
ケーブルに接続されたセンサを補う為にケーブルフリーなテレメトリセンサを使用するこ
とも可能となる。ケーブルフリーなテレメトリセンサのデータを排他的に処理することさ
えも可能であり、その際、有効性が示された構成要素、「データ処理モジュール」及び「
表示装置」をなしで済まさなければならないことはない。拡張モジュールを用いて、デー
タ処理ユニットに、対応するエミュレーションによって、単に追加のケーブルで接続され
たセンサを、シミュレーションすることさえも考えられる。この場合、既知のセンサシス
テムのハードウェア又はソフトウェアへの介入は全く必要ない。従って、上記センサシス
テムは非常に柔軟に使用することが出来る。
【０００６】
　請求項２に記載の拡張モジュールは、データ処理モジュールでの処理をより速くまたよ
り効率的に行えるように、データ処理モジュールから仕事を引き受けることが出来る。代
わりに、データ処理モジュールで完全なデータ処理が行えるように、拡張モジュールを純
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粋な伝達モジュールとして中間的なデータ処理なしに実現することも可能である。
【０００７】
　請求項３に記載の拡張モジュールの分割は例えば、テレメトリセンサの読み込みをリー
ダーユニットを用いて直接患者の体で行うことを可能にし、それによりテレメトリセンサ
のセンサ無線モジュールが有利には低い出力を有することが出来る。従って、テレメトリ
センサデータの読み込み及び伝達が様々な位置において柔軟に行われる。
【０００８】
　請求項４に記載の拡張モジュールの場合、適応性は改めて有利に高められる。例えば、
患者が、自身の通常の日常生活の仕事に専念しながら、リーダーユニットを持ち歩くこと
が可能である。上記リーダーユニットは読み出されたテレメトリセンサのデータをケーブ
ルフリーのテレメトリラインを介して伝達ユニットに転送出来る。これは例えば、インタ
ーネットを介して行うことが出来る。
【０００９】
　請求項５に記載の双方向の信号接続は、センサシステムの利用可能性を相当広げる。
【００１０】
　請求項６に記載の制御ユニットは、データ処理モジュール又は拡張モジュールによるセ
ンサの制御又は調節を可能にする。センサ、つまり少なくとも１つのケーブルに接続され
たセンサ及び／または少なくとも１つのテレメトリセンサを例えば、初期化、稼動中に変
更、及び／または環境の変化に適応、させることが出来る。
【００１１】
　生理学的パラメータを測定する為の請求項７にあげられたセンサを、有利にはセンサシ
ステムで利用することが出来る。それは結果として様々な診断状況及び治療状況での患者
のパラメータの効果的なモニタリングをもたらす。
【００１２】
　請求項８に記載の少なくとも１つの外部センサはセンサシステムのカリブレーションの
為に特に適している。
【００１３】
　請求項９に記載の外部センサ装置はコンパクトなセンサシステムを導く。
【００１４】
　請求項１０に記載のテレメトリ‐インターフェースは、センサシステムでの使用の為に
有利な水準であることが明らかになった。
【００１５】
　本願発明の具体的な実施例は以下で図１を用いてより詳しく説明される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　図１全体において符号１で示されるセンサシステムは、１つ以上の生理学的パラメータ
を測定する為のセンサ２を含んでいる。その種のセンサは、例えば特許文献３や特許文献
４に記載されている。上記センサ２によって少なくとも１つの、以下に列挙する生理学的
パラメータ、すなわち脳圧、体液又は体組織の酸素含有量、体液又は体組織の二酸化炭素
含有量、体液のｐＨ値、体温、血糖値、血流が測定される。上記パラメータの少なくとも
１つを測定する為のセンサ２は、患者の頭部又は身体に接続されるか、或いは、その内部
に埋め込まれる。センサシステム１に複数のセンサ２を組み込むこともまた可能である。
【００１７】
　信号ケーブル３を介して、センサ２はデータ処理モジュール４と信号接続状態にある。
信号接続は信号ケーブル３を介して、双方向に実行される。データ処理モジュール４はセ
ンサデータの読み込み、そしてそれらを処理する為に、つまり特に、センサデータを記録
、保存、そして分析する為に利用される。加えて、データ処理モジュール４によってセン
サ２を制御又は調整することが出来る。そのため、データ処理モジュール４は組み込まれ
た制御ユニット５を有する。センサ２によって取得されたデータを処理する為に、データ
処理モジュール４は処理ユニット６を有し、上記処理ユニットは特にマイクロプロセッサ
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ー及びメモリーを有する。
【００１８】
　非図示の実施例の場合、データ処理モジュール４は、センサデータの読み込みの為のリ
ーダーユニットと、センサデータの読み出しの為のデータ処理ユニットに分けられる。
【００１９】
　環境パラメータの検出の為に、データ処理モジュール４に少なくとも１つの外部センサ
７が組み込まれる。上記外部センサ７によって、例えば環境の気圧及び／または環境の温
度をセンサシステム１のカリブレーションの為に測定することが出来る。
【００２０】
　信号線８を介してデータ処理モジュール４は表示ユニット９と、例えばＰＣ、ラップト
ップ又はＰＤＡと、接続状態にある。非図示の実施例の場合、表示ユニット９もまた、デ
ータ処理モジュール４又は前記データ処理モジュールのデータ処理ユニットに組み込むこ
とが可能である。表示ユニット９を用いて、データ処理モジュール４によって転送された
データは視覚化され、又、場合によっては更に加工される。
【００２１】
　少なくとも１つのセンサ２、データ処理モジュール４、そして表示ユニット９によって
、センサシステム１はケーブルに接続されたセンサ２を使用する場合、完全に作動する。
少なくとも１つの既に列挙された患者の生理学的パラメータ測定用のテレメトリセンサを
統合する為、センサシステム１は拡張される。加えてセンサシステム１は、インターフェ
ース１１及び信号線１２を介してデータ処理モジュール４のインターフェース１３と接続
される拡張モジュール１０を含む。上記インターフェース１１、１３は特にＲＳ２３２－
インターフェースである。データ処理モジュール４のそれぞれの構成要素に対応して、拡
張モジュール１０もまた、制御ユニット１４、処理ユニット１５、及び外部センサ１６を
有する。
【００２２】
　信号線１７を介して、拡張モジュール１０の伝達ユニット１８は、上記拡張モジュール
のリーダーユニット１９と接続状態にある。信号線８、１２、１７の場合、信号ケーブル
又はテレメトリライン、つまりケーブルで接続されていない信号接続、であることも可能
である。信号線８、１２、１７を介してのケーブルを用いない信号接続の場合、インター
フェースはブルートゥース・インターフェースとして設計される。
【００２３】
　リーダーユニット１９は、一方では第１のケーブルレス・テレメトリライン２１を介す
る少なくとも１つのテレメトリセンサ２０と拡張モジュール１０の、他方では第２のケー
ブルレス・テレメトリライン２１を介するセンサ２と拡張モジュール１０の、データ通信
の為に利用される。テレメトリライン２１、２２は特にブルートゥース・インターフェー
スを有してもよい。
【００２４】
　伝達ユニット１８はリーダーユニット１９によって取得されたセンサデータをデータ処
理モジュール４に転送する為に利用される。転送されたセンサデータを、伝達ユニット１
８で既に事前に処理すること、又は完全に表示する為に表示ユニット９で準備すること、
が可能である。この場合、データ処理モジュール４は単純に、伝達ユニット１８から表示
ユニット９上へセンサデータを伝達する為の構成要素として利用される。処理ユニット１
５は伝達ユニット１８でセンサデータの処理を行う為に用いられる。
【００２５】
　加えて、拡張モジュール１０を介して、センサ２又はテレメトリセンサ２０の制御が可
能である。その為に拡張モジュール１０は伝達ユニット１８に組み込まれた制御ユニット
１４を有する。制御データは信号線１７、リーダーユニット１９及び対応するテレメトリ
ライン２１、２２を介して、センサ２、２０へ伝達される。信号線１７と同様にテレメト
リライン２１、２２も、双方向性の信号接続を保障する。
【００２６】
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　テレメトリライン２１、２２を実現する為に、一方ではセンサ２、２０が、もう一方で
はリーダーユニット１９が、その為に必要となるそしてそれ自体が既知の構成要素を有す
る。センサ２、２０にはトランスポンダが備えられ、上記トランスポンダは例えば１３．
５６ＭＨｚの送信周波数を持つ。リーダーユニット１９には対応する構成要素が備えられ
、上記構成要素は上記周波数で機能する、すなわち、読み込みアンテナ及び受信機が備え
られる。
【００２７】
　センサシステム１は以下に述べるように使用される。ケーブルで接続されたセンサ２を
介して得られた生理学的パラメータを測定、伝達、処理、そして表示する為に設計され、
またセンサ２、データ処理モジュール４及び表示ユニット９を有するベーシックシステム
は、拡張モジュール１０を用いて、そして少なくとも１つのテレメトリセンサ２０によっ
て、センサシステム１まで拡張される。ここで、センサシステム１を用いて、必要に応じ
て、ケーブルで接続された及び／またはケーブルレスで接続されたセンサ２、２０のセン
サデータを測定、伝達、処理、そして表示することが出来る。従って、ベーシックシステ
ムはセンサシステム１への拡張後、その機能において明らかに拡張される。当然、単独の
ケーブルで接続されたセンサ２を用いずにセンサシステム１を稼動し、それにより患者の
運動の自由度を高めることは可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】生理学的パラメーターを測定、伝達、処理、そして表示する為のセンサシステム
の概略図である。
【符号の説明】
【００２９】
　　１　センサシステム
　　２　センサ
　　３　信号ケーブル
　　４　データ処理モジュール
　　５　制御ユニット
　　６　処理ユニット
　　７　外部センサ
　　８　信号線
　　９　表示ユニット
　　１０　拡張モジュール
　　１１　インターフェース
　　１２　信号線
　　１３　インターフェース
　　１４　制御ユニット
　　１５　処理ユニット
　　１６　外部センサ
　　１７　信号線
　　１８　伝達ユニット
　　１９　リーダーユニット
　　２０　テレメトリセンサ
　　２１、２２　テレメトリライン



(7) JP 4904292 B2 2012.3.28

【図１】



(8) JP 4904292 B2 2012.3.28

10

フロントページの続き

(72)発明者  ゲーラー　カール・ハインツ
            ドイツ連邦共和国　デー・０８２７９　ツヴェニッツ　ゲーテシュトラーセ　２６

    審査官  井上　昌宏

(56)参考文献  特開２０００－０９０３８６（ＪＰ，Ａ）
              特開２００４－３０９１４４（ＪＰ，Ａ）
              特開２００４－２３０１５２（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G08C13/00～25/04
              A61B5/00



专利名称(译) 用于测量，传输，处理和显示生理参数的传感器系统

公开(公告)号 JP4904292B2 公开(公告)日 2012-03-28

申请号 JP2007556508 申请日 2006-01-21

申请(专利权)人(译) 刘梅迪奇AG

当前申请(专利权)人(译) 刘梅迪奇AG

[标]发明人 ライヒェンベルガーローベルト
クンツェゲルト
ゲーラーカールハインツ

发明人 ライヒェンベルガー ローベルト
クンツェ ゲルト
ゲーラー カール·ハインツ

IPC分类号 G08C19/00 A61B5/00

CPC分类号 A61B5/0002 A61B2560/0271

FI分类号 G08C19/00.V A61B5/00.102.C

审查员(译) 井上雅博

优先权 102005008627 2005-02-25 DE

其他公开文献 JP2008532126A

外部链接 Espacenet

摘要(译)
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